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独立行政法人製品評価技術基盤機構

200７/1/22-23 「化学物質のリスク評価及びリスク評価手法の開発」研究成果報告会

初期リスク評価結果の総括とその解析

2007年 1月23日
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化学物質管理センターリスク評価課

常見 知広
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200７/1/22-23 「化学物質のリスク評価及びリスク評価手法の開発」研究成果報告会

内容

• １．はじめに
• ２．判定結果の分類
• ３．初期リスク評価結果の解析

– PRTRデータを用いた暴露評価
– PRTRデータでは推定できない暴露

• ４．詳細な調査、解析、評価等が必要と判定
された物質の解析

• ５．まとめ
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１．はじめに
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はじめに

１５０物質の初期リスク評価結果から

判定結果の分類

リスク評価結果の解析（PRTRデータの活用）

詳細な調査、解析、評価等が必要と判定された
物質の解析

を行うことにより、PRTRデータを活用した評価
手法の利点及び限界を踏まえ、必要な取組等
を明らかにする。
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初期リスク評価の対象

• 生態への影響

• ヒト健康への影響

環境中の水生生物を対象

我が国の住民を対象

（ただし、職業暴露は考慮しない。）

藻類 甲殻類 魚類
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物質選定の考え方
・排出量を考慮し、総合評点の高い物質から評価
・別の法律で管理されている農薬及びオゾン層破壊物質を除く

初期リスク評価対象物質の優先順位付け

Log(排出量/㌧)＋1

総合評点 暴露評点有害性評点

吸入毒性、経口毒性、発がん性、変
異原性、生殖毒性、感作性、
作業環境の吸入毒性、生態毒性

＝ ×

化管法制定時のデータを使用
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簡易リスクマップ

総合評点＝有害性評点×暴露評点
を２次元プロット

優先度が高いもの（＝総合評点が高いもの（右上側））に対して初期リスク評価を実施

年度別評価対象物質

0

1

2

3

4

5

6

7

0 5 10 15
有害性評点　(PRTR物質総括表)

暴
露
量
評
点
 (
P
R
T
R
2
0
0
2
)

13年度評価
14年度評価
15年度評価
16年度評価
17年度評価
18年度評価
金属等
その他

PG=20

PG=10

PG=5

310:FA
299:BZ

177:SM
11:AA

268:1,3-BT'

8:AL

102:VA

63:XY
227:Tol

40:EB

42:EO

272:DEHP

56:PO

338:TDI15:ANL

45:EGME

7:AN

181:TU

298:BA

266:PH

113:DX

4:EAl

46:EDA

307:ALE

24:LAS
172:DMF

43:EG

101:EGEEA
44:EGE

314:MAA

28:IPR

47:EDTA

211:TCE'

145:DCM

140:p-DCB

200:TeCE'

95:CF
77:VCM

350:DVDD

253:HZ
232:Ni-C

252:As

60:Cd

69:CrⅥ

157:DNT

2:AAM

175:Hg

PG=15

PG=有害性評点×暴露量評点

             a

a

                  a評価対象物質

暴
露
評
点

有害性評点
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初期リスク評価の概要

詳細な調査、解析、評価等が必要がどうかを判断するための評価（スクリーニング）
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排出シナリオ

JFEｹﾐｶﾙ
東ｿｰ
浮島ｱﾛﾏ
新日鐵化学
九州ｱﾛﾏﾃｯｸｽ
新日本石油精製
三井化学
住友化学
三菱化学
丸善石油化学
新日本石油化学
出光石油化学
ｺｽﾓ石油化学
山陽石油化学
大阪石油化学
東燃ｾﾞﾈﾗﾙ石油
ｼﾞｬﾊﾟﾝｴﾅｼﾞｰ

製
 
 
造

輸
入

4,313

製
造
・
輸
入
量

国
内
供
給
量

4,425

輸
出

製品製造等に伴う排出

非対象業種

＜当該物質製造段階＞
大気：   473
水域：      2
土壌：      0

112

合成原料：
4,434

図Ⅰ 総括フロー

家庭からの排出

移動体

4,438

＜家庭＞
大気：　　92
水域：     0
土壌：     0

用途別使用量

化学工業

石油製品・石炭製品製造業

310

平成１４年度（２００２年度）
実績データに基づく

燃料小売業

石油卸売業

その他

＜非対象業種＞
大気：　　827
水域：       0
土壌：       0

非対象業種からの排出

＜製品製造段階＞
大気：   　854
水域：      10
土壌：       0

化学工業

その他

その他：
4

当該物質製造工程
からの排出

工業製品

スチレンモノマー、
シクロヘキサン、
フェノール、
キュメン
等

汎用エンジン

最終製品

ガソリン

家庭

たばこの
煙

たばこ

農薬

燃料の成分原
油
の

蒸
留
・
精
製

＜原油の蒸留・精製段階＞
大気：   288
水域：      7
土壌：      0

＜燃料の受入、供給、貯蔵段階＞
大気：   207
水域：      0
土壌：      0

農薬成
分

＜非対象業種＞
大気： 16,318
水域：        0
土壌：        0

自動車
二輪車
特殊自動車
船舶

化学工業

鉄鋼業

製造・輸入量情報、製造・使用者情報、用途情報、排出量（PRTR）情報等
をライフステージごとに整理し、暴露評価の基軸とした。

（例）ベンゼン



10
200７/1/22-23 「化学物質のリスク評価及びリスク評価手法の開発」研究成果報告会

暴露シナリオ

大気
食事

飲料水

経口経路

吸入経路

呼吸 飲
食

消費者製品類

ヒトヒトヒト

生態生態生態

水中濃度
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環境中濃度の算出

環境中濃度の決定(大気、河川)環境中濃度の決定環境中濃度の決定((大気、河川大気、河川))

測定値 推定値

測定値と推定値
を比較

測定値と推定値
を比較

リスク（暴露）評価に用いる
採用濃度の決定

リスク（暴露）評価に用いる
採用濃度の決定

測定報告の調査測定報告の調査

95%値 or 最大値
の算出

95%値 or 最大値
の算出

数理モデルを用いて
環境中濃度を推定
全国での最大値を算出

数理モデルを用いて
環境中濃度を推定
全国での最大値を算出

PRTRデータPRTRデータ

暴露は日本全国を対象に
安全サイドに立った評価
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環境中濃度推定に利用した数理モデル

• 大気中の濃度推定
□ AIST-ADMER （AIST-CRM） （複数排出源）

PRTRデータを用いて、全国5km×5kmのグリッドごとの
大気中濃度を推定。各グリッドにおける年間平均値の最
大値を利用。

• 河川水中濃度
□ IRM1 （CERI）（複数排出源）

□ PRTR対象物質簡易評価システム （日化協） （単一排出源）

PRTRデータを用いて、1km×1kmメッシュごとの河川水中濃度を推定
（利根川、荒川、多摩川水系）。各メッシュにおける年間平均値の最大値
を利用

最も排出量が多い事業所のPRTRデータを用い、1km下流の濃度を推定。

（河川推定モデルを利用)  （単一排出源）
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ヒト摂取量の算出
経口経路

①から③の優先順位で採用

吸入経路

大気中濃度
（室内、屋外）

大気からの摂取量 飲料水からの摂取量 食物からの摂取量

吸入経路における
ヒト推定摂取量

吸入経路における
ヒト推定摂取量

飲料水からの摂取量＋食物からの摂取量
＝経口経路におけるヒト推定摂取量

飲料水からの摂取量＋食物からの摂取量
＝経口経路におけるヒト推定摂取量

×20m3/日 ×2L/日 ×2000g/日

×120g/日

食物からの
摂取量

食物からの
摂取量

飲料水からの
摂取量

飲料水からの
摂取量

①食物中濃度①浄水中濃度

②魚体内濃度

③河川水中濃度

②地下水中濃度

体重の50kg の人が
一日当たり
20m3の空気を呼吸し、
2Lの飲料水を飲み、
2,000gの食事
をすると仮定

×2L/日

×2L/日



14
200７/1/22-23 「化学物質のリスク評価及びリスク評価手法の開発」研究成果報告会

食物（魚）中濃度の推定（ヒト経口摂取）

魚体内濃度
＝ 海水中濃度 × 生物濃縮係数(BCF)

海水中濃度の決定

１．実測値を使用

２．実測値が得られない場合は、河川水中濃度から推定

海水中濃度＝河川水中濃度÷１０

（河川水中濃度は、実測値又はPRTRデータを基に数理モ
デルで推定した推定値の比較により決定する。）
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生態（水生生物）の暴露量

生態（水生生物）

推定環境濃度（EEC）推定環境濃度（EEC）

河川における
測定値と推定値
を比較

河川における
測定値と推定値
を比較

河川水中濃度が暴露量
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有害性評価

国内外の既存の情報源から個々の化学物質のヒト健康及
び生態に対する有害性情報を収集・整理し、有害性の種類
及び量から影響を評価 （CERI担当）

• ヒト健康
リスク評価に用いる無毒性量（NOAEL）を設定。

（反復投与毒性、生殖・発生毒性、発がん性(遺伝毒性がない場合)）

• 生態

リスク評価に用いる３つの栄養段階（藻類、甲殻類、魚類）
それぞれの無影響濃度（NOEC）を設定
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MOE（暴露の余裕度） と UFs(不確実係数積) を比較

リスクの判定

ヒト健康の場合：
種差(×10)
個人差(×10)
LOAELの使用(×10)
発がん(×10)

生態の場合 ：
室内試験結果を
外挿(×10)、
長期毒性試験のデータ
セット(×1~100)

必
要
に
応
じ
て
掛
け
合
わ
せ
る

必
要
に
応
じ
て
掛
け
合
わ
せ
る

MOE ＞ UFs ：
現時点でリスクの懸念なし

ヒト健康の場合：
MOE = NOAEL ÷ 推定ヒト摂取量

生態の場合：
MOE = NOEC ÷ 推定環境濃度

ヒト健康の場合：
MOE = NOAEL ÷ 推定ヒト摂取量

生態の場合：
MOE = NOEC ÷ 推定環境濃度

MOE ≦ UFs ：
詳細な調査、解析、評価等
が必要
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初期リスク判定の見方

生態
100＜ UFs≦1,00010＜ UFs ≦100UFs ≦ 10

100＜UFs ≦10,00010＜ UFs ≦100UFs = 10
ヒト健康

不確実係数積 (UFs)

現時点でリスクは懸念されないMOE ＞ UFs

不足データを取得し、再度初期評価MOEの算出 不能

毒性試験データの
必要性

暴露の不確実性や濃
度測定等が必要

暴露について優先
的に詳細な調査等
が必要

詳細な調査、解析、評価等を行う必要がある

MOE≦UFs

MOEとUFsの比較

生態
100＜ UFs≦1,00010＜ UFs ≦100UFs ≦ 10

100＜UFs ≦10,00010＜ UFs ≦100UFs = 10
ヒト健康

不確実係数積 (UFs)

現時点でリスクは懸念されないMOE ＞ UFs

不足データを取得し、再度初期評価MOEの算出 不能

毒性試験データの
必要性

暴露の不確実性や濃
度測定等が必要

暴露について優先
的に詳細な調査等
が必要

詳細な調査、解析、評価等を行う必要がある

MOE≦UFs

MOEとUFsの比較

高 低優先順位高 低高 低優先順位
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２．判定結果の分類

※公開している57物質以外の判定結果は暫定
※本報告では、ヒト健康について生殖・発生毒性、発がん性に対するリスクは含まない。
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不確実係数積 (UFs)

59 物質MOEの算出 不能

6 物質2 物質0 物質
MOE ≦ UFs

詳細な調査、解析、評価
等が必要

83 物質
MOE ＞ UFs

現時点でリスク懸念なし

100＜ UFs≦10,00010＜ UFs ≦100UFs ＝ 10

MOEとUFs
の比較

不確実係数積 (UFs)

59 物質MOEの算出 不能

6 物質2 物質0 物質
MOE ≦ UFs

詳細な調査、解析、評価
等が必要

83 物質
MOE ＞ UFs

現時点でリスク懸念なし

100＜ UFs≦10,00010＜ UFs ≦100UFs ＝ 10

MOEとUFs
の比較

ヒト健康（吸入）リスク判定結果
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不確実係数積 (UFs)

25 物質MOEの算出 不能

6 物質0 物質0 物質
MOE ≦ UFs

詳細な調査、解析、評価
等が必要

119 物質
MOE ＞ UFs

現時点でリスク懸念なし

100＜UFs≦10,00010＜ UFs ≦100UFs ＝ 10

MOEとUFs
の比較

不確実係数積 (UFs)

25 物質MOEの算出 不能

6 物質0 物質0 物質
MOE ≦ UFs

詳細な調査、解析、評価
等が必要

119 物質
MOE ＞ UFs

現時点でリスク懸念なし

100＜UFs≦10,00010＜ UFs ≦100UFs ＝ 10

MOEとUFs
の比較

ヒト健康（経口）リスク判定結果
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10     100 500 1,000 5,000 10,000

・ホルムアルデヒド（吸入）

・ベンゼン（吸入）

・マンガン及びその化合物 （吸入）

・二硫化炭素 （吸入）

・アクリルアミド（経口）

・ピリジン（経口）

・キシレン（吸入）

・アクロレイン（経口）

・アセトアルデヒド（経口）

・フタル酸ビス（2-エチルヘキシル） （経口）

・ヒドラジン（経口）

・クロロホルム （吸入）

・アクロレイン（吸入）

・スチレン （吸入）

10     100 500 1,000 5,000 10,000

・ホルムアルデヒド（吸入）

・ベンゼン（吸入）

・マンガン及びその化合物 （吸入）

・二硫化炭素 （吸入）

・アクリルアミド（経口）

・ピリジン（経口）

・キシレン（吸入）

・アクロレイン（経口）

・アセトアルデヒド（経口）

・フタル酸ビス（2-エチルヘキシル） （経口）

・ヒドラジン（経口）

・クロロホルム （吸入）

・アクロレイン（吸入）

・スチレン （吸入）

詳細な調査、解析、評価等が必要な
14物質（ヒト健康 吸入：8、経口：6）

M
O

E

1            

50            

100            

500            

1,000            

2,000            

UFs
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不確実係数積 (UFs)

7 物質MOEの算出 不能

5 物質16 物質4 物質
MOE ≦ UFs

詳細な調査、解析、評価
等が必要

118 物質
MOE ＞ UFs

現時点でリスク懸念なし

100＜ UFs≦1,00010＜ UFs ≦100UFs ≦ 10

MOEとUFs
の比較

生態リスク判定結果
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詳細な調査、解析、評価等が必要な25物質
（生態）

・アニリン ・アクリル酸

・亜鉛の水溶性化合物 ・ヒドラジン

・りん酸ジメチル2,2=ジクロロビニル（ジクロルボス）

・無機シアン化合物

・ニッケル化合物 ・ホウ素及びその化合物

・ビス(水素化牛脂) ジメチルアンモニウム=クロリド

・チオ尿素

・直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩

・マンガン及びその化合物 ・セレン及びその化合物

・ N-(tert-ブチル)-2-ベンゾチアゾールスルフェンアミド

・ノニルフェノール

・ヒ素及びその化合物 ・ヒドロキノン

・ポリ(オキシエチレン)=アルキルエーテル

・ピリジン ・ポリ(オキシエチレン)=ノニルフェニルエーテル

・ヘキサメチレンジアミン ・ポリ(オキシエチレン)=オク
チルフェニルエーテル

・エピクロロヒドリン

・ピロカテコール

・エチレンジアミン四酢酸

10                           50                              100 1,000

M
O

E

0.01

1

10

100

500

UFs



25
200７/1/22-23 「化学物質のリスク評価及びリスク評価手法の開発」研究成果報告会

リスク評価できなかった物質

☞暴露評価については、ほぼ全ての物質について実施できた。

吸入経路： 59物質

・ほう素及びその化合物は摂取量を設定できなかった。 (1物質)
・その他は、有害性データが得られなかった 。(58物質)

経口経路： 25物質

・無水物について摂取量を設定できなかった。 (2物質)
・その他は、有害性データが得られなかった (23物質)

・無水物について推定環境濃度を設定できなかった。(2物質)
・その他は、有害性データが得られなかった。 (5物質)

生態： ７物質

ヒト健康
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３．初期リスク評価結果の解析
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初期リスク評価結果の解析

PRTRデータを用いた暴露評価

室内空気暴露の寄与

食物摂取の寄与

PRTRデータでは推定できない暴露
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PRTRデータを用いた暴露評価



29
200７/1/22-23 「化学物質のリスク評価及びリスク評価手法の開発」研究成果報告会

暴露評価における推定値と実測値の利用実績

物質数 150
実測値利用

72

123 99

51 27

推定値利用

0

河川水中濃度

物質数 150
実測値利用

72

123 99

51 27

推定値利用

0

河川水中濃度

物質数 150
実測値利用

72

123 99

51 27

推定値利用

0

物質数 150
実測値利用

72

123 99

51 27

推定値利用

物質数 150
実測値利用

72

123 99

51 27

推定値利用

物質数 150
実測値利用

72

123 99

51 27

推定値利用

物質数 150
実測値利用

72

123 99

51 27

推定値利用

0

河川水中濃度

実測値利用

60

141 68

81 8

推定値利用

物質数 150

1

大気中濃度

実測値利用

60

141 68

81 8

推定値利用

物質数 150

1

実測値利用

60

141 68

81 8

推定値利用

物質数 150
実測値利用

60

141 68

81 8

推定値利用 実測値利用

60

141 68

81 8

推定値利用 実測値利用

60

141 68

81 8

推定値利用

物質数 150

1

大気中濃度

PRTRデータに基づき、数理モデルより推定値（濃度）を算出

実測値のない51物質を
暴露評価可能にした

実測値のない81物質を
暴露評価可能にした
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PRTRデータの有効活用

61物質
8 物質：PRTRデータのみ
53物質：測定値と推定値の比較

88物質
81物質：PRTRデータのみ
7 物質：測定値と推定値の比較

AIST-ADMER： 79物質

大気中濃度ヒト健康

89物質

水道水を採用 41物質
地下水 42物質
河川水 6物質

61物質
水道水を採用 - 物質
地下水 - 物質
河川水 54物質
ゼロと仮定 7物質

飲料水

58物質

陰膳・マーケットバスケット 47物質
魚 6物質
その他 5物質

90物質

食物 - 物質
魚 74物質
ゼロと仮定 16物質

食物

84物質
27物質：実測値のみ
57物質：推計値と推定値の比較

66物質

51物質：PRTRデータのみ
15物質：推計値と推定値の比較

IRM1： 20、簡易評価システム： 27、
排出がないため濃度ゼロと仮定： 19

推定環境濃度生態

実測データ数理モデル等による推定暴露経路対象

61物質
8 物質：PRTRデータのみ
53物質：測定値と推定値の比較

88物質
81物質：PRTRデータのみ
7 物質：測定値と推定値の比較

AIST-ADMER： 79物質

大気中濃度ヒト健康

89物質

水道水を採用 41物質
地下水 42物質
河川水 6物質

61物質
水道水を採用 - 物質
地下水 - 物質
河川水 54物質
ゼロと仮定 7物質

飲料水

58物質

陰膳・マーケットバスケット 47物質
魚 6物質
その他 5物質

90物質

食物 - 物質
魚 74物質
ゼロと仮定 16物質

食物

84物質
27物質：実測値のみ
57物質：推計値と推定値の比較

66物質

51物質：PRTRデータのみ
15物質：推計値と推定値の比較

IRM1： 20、簡易評価システム： 27、
排出がないため濃度ゼロと仮定： 19

推定環境濃度生態

実測データ数理モデル等による推定暴露経路対象

海水中濃度×BCF
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• 測定値が入手できなかった物質に対して環境中濃度や環境
経由の暴露評価が可能となった。

• 結果、150物質のうちほぼ全ての暴露評価を可能にした。

PRTRデータを利用した結果
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PRTRデータでは推定できない暴露

○室内空気暴露
○食物摂取
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吸入摂取量のトップ10物質

リスク
判定

○測定値室内22アセトアルデヒド8

■推定値ADMER大気26二硫化炭素7

○測定値大気10トリクロロエチレン10

○測定値室内14エチルベンゼン9

■測定値室内56ホルムアルデヒド6

■測定値室内98キシレン5

○測定値室内110トルエン4

■測定値室内170ベンゼン3

○測定値室内186p-ジクロロベンゼン2

▲測定値室内4401,3,5-トリメチルベンゼン1

採用した値の説明
推定摂取量
(μg/kg/day)

暴露評価

物質名No.
リスク
判定

○測定値室内22アセトアルデヒド8

■推定値ADMER大気26二硫化炭素7

○測定値大気10トリクロロエチレン10

○測定値室内14エチルベンゼン9

■測定値室内56ホルムアルデヒド6

■測定値室内98キシレン5

○測定値室内110トルエン4

■測定値室内170ベンゼン3

○測定値室内186p-ジクロロベンゼン2

▲測定値室内4401,3,5-トリメチルベンゼン1

採用した値の説明
推定摂取量
(μg/kg/day)

暴露評価

物質名No.

室内空気暴露の寄与

判定記号 ○: 現時点でリスクの懸念なし、▲: 情報収集に努める必要有り、■:詳細な調査、解析、評価等が必要
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室内空気中濃度の実測値と屋外推定値の比較

1

10

100

1000

1,3
,5-
トリ
メ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン

p-
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

ベ
ン
ゼ
ン

トル
エ
ン

キ
シ
レ
ン

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

ア
セ
トア

ル
デ
ヒ
ド

エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン

比
率
 (
室
内
／
屋
外
)

室内空気実測値とPRTRデータを用いた屋外推定値の比率
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初期リスク評価における
室内空気暴露評価の現状と課題

・室内空気中濃度はPRTRデータから推定できない。

・室内空気中の濃度が得られた物質のみ室内空気暴露を考慮
した。

・総合的（物質数、経年的等）に室内空気濃度データを測定した
調査が少ない。

・一律に評価手法が適用できるようにするため、室内空気中に
存在する可能性がある物質の抽出、室内空気中濃度の推定
手法の開発

現状

課題
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経口摂取量の多いトップ１0物質

○75.4MB方式食物51.4測定値水道水24ほう素及びその化合物6

○82.4MB方式食物82.4測定値水道水8マンガン及びその化合物4

○329MB方式食物328測定値水道水2亜鉛の水溶性化合物2

■12陰膳方式食物12測定値地下水0.15ピリジン10

○20陰膳方式食物12推定値河川水7.6アクリル酸9

○23陰膳方式食物19.6測定値水道水3ホルムアルデヒド8

○75
最大許容
基準

缶詰・瓶詰74測定値地下水1.16
エチレンジアミン四酢酸
（EDTA）

7

○83
残留洗剤
推定

食物・食器80測定値水道水0.076
ポリ(オキシエチレン)アルキル
エーテル

5

○300
残留洗剤
推定

食物・食器300測定値水道水0.004
直鎖アルキルベンゼンスルホ
ン酸及びその塩

3

■380陰膳方式食物380測定値地下水0.008アセトアルデヒド1

合計食物(魚類)飲料水

リスク
判定

1日体重1ｋｇあたり摂取量 (μg/kg/日)
物質名No.

○75.4MB方式食物51.4測定値水道水24ほう素及びその化合物6

○82.4MB方式食物82.4測定値水道水8マンガン及びその化合物4

○329MB方式食物328測定値水道水2亜鉛の水溶性化合物2

■12陰膳方式食物12測定値地下水0.15ピリジン10

○20陰膳方式食物12推定値河川水7.6アクリル酸9

○23陰膳方式食物19.6測定値水道水3ホルムアルデヒド8

○75
最大許容
基準

缶詰・瓶詰74測定値地下水1.16
エチレンジアミン四酢酸
（EDTA）

7

○83
残留洗剤
推定

食物・食器80測定値水道水0.076
ポリ(オキシエチレン)アルキル
エーテル

5

○300
残留洗剤
推定

食物・食器300測定値水道水0.004
直鎖アルキルベンゼンスルホ
ン酸及びその塩

3

■380陰膳方式食物380測定値地下水0.008アセトアルデヒド1

合計食物(魚類)飲料水

リスク
判定

1日体重1ｋｇあたり摂取量 (μg/kg/日)
物質名No.

MB方式：マーケットバスケット方式による個別食品中の含有量から標準摂取量に基づき推定寄与の大きい摂取物寄与の大きい摂取物

食物経由摂取の寄与

判定記号 ○: 現時点でリスクの懸念なし、■:詳細な調査、解析、評価等が必要
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詳細な調査、解析、評価等が必要な6物質（経口）

6.9 陰膳方式6.4浄水測定値0.52フタル酸ビス（2-エチルヘキシル）

12陰膳方式11.6地下水測定値0.003ピリジン

0.11 陰膳方式0.018河川モデル推定値0.088ヒドラジン

380 陰膳方式380地下水測定値0.01アセトアルデヒド

1.8 陰膳方式1.8地下水測定値0.01アクロレイン

2.8 MB方式2.8地下水測定値4.0×10-4アクリルアミド

経口摂取量
合計

(μg/kg/日)

食物由来
摂取量

(μg/kg/日)

飲料水由来
摂取量

(μg/kg/日)
物質名

6.9 陰膳方式6.4浄水測定値0.52フタル酸ビス（2-エチルヘキシル）

12陰膳方式11.6地下水測定値0.003ピリジン

0.11 陰膳方式0.018河川モデル推定値0.088ヒドラジン

380 陰膳方式380地下水測定値0.01アセトアルデヒド

1.8 陰膳方式1.8地下水測定値0.01アクロレイン

2.8 MB方式2.8地下水測定値4.0×10-4アクリルアミド

経口摂取量
合計

(μg/kg/日)

食物由来
摂取量

(μg/kg/日)

飲料水由来
摂取量

(μg/kg/日)
物質名
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初期リスク評価における
食物経由の経口摂取量評価の現状と課題

・自然由来（土壌に多く存在する等）や調理により生成される物質の食物中濃度は
PRTRデータから推定できない。

・経口摂取量が多い上位は、食物の測定値（陰膳、マーケットバスケット法）を用いて
算出した物質であった。

・現状では、PRTRを用いた食物摂取量の推定は魚体内濃度に限定。食物について
は、濃度（陰膳、マーケットバスケット法）が得られた物質のみ考慮できた。

・自然由来、調理による生成、製品経由の暴露に対する、情報の系統的な収集

現状

課題
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４．詳細な調査、解析、評価等が必要
と判定された物質の解析
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10     100 500 1,000 5,000 10,000

・ホルムアルデヒド（吸入）

・ベンゼン（吸入）

・マンガン及びその化合物 （吸入）

・二硫化炭素 （吸入）

・アクリルアミド（経口）

・ピリジン（経口）

・キシレン（吸入）

・アクロレイン（経口）

・アセトアルデヒド（経口）

・フタル酸ビス（2-エチルヘキシル） （経口）

・ヒドラジン（経口）

・クロロホルム （吸入）

・アクロレイン（吸入）

・スチレン （吸入）

10     100 500 1,000 5,000 10,000

・ホルムアルデヒド（吸入）

・ベンゼン（吸入）

・マンガン及びその化合物 （吸入）

・二硫化炭素 （吸入）

・アクリルアミド（経口）

・ピリジン（経口）

・キシレン（吸入）

・アクロレイン（経口）

・アセトアルデヒド（経口）

・フタル酸ビス（2-エチルヘキシル） （経口）

・ヒドラジン（経口）

・クロロホルム （吸入）

・アクロレイン（吸入）

・スチレン （吸入）

詳細な調査、解析、評価等が必要な
13物質（ヒト健康 吸入：8、経口：6、重複：1）
M

O
E

1            

50            

100            

500            

1,000            

2,000            

UFs
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・アクロレイン（吸入）

・ヒドラジン（経口）

・二硫化炭素 （吸入）

推定
値を
採用

・ベンゼン（吸入）

・キシレン（吸入） ・スチレン （吸入）

・ホルムアルデヒド（吸入）

・アクリルアミド（経口）

・ピリジン （経口）

・アクロレイン（経口）

・フタル酸ビス（2-エチルヘキシル） （経口）

・アセトアルデヒド（経口）

・マンガン及びその化合物 （吸入）
・クロロホルム （吸入）

実測
値を
採用

・アクロレイン（吸入）

・ヒドラジン（経口）

・二硫化炭素 （吸入）

推定
値を
採用

・ベンゼン（吸入）

・キシレン（吸入） ・スチレン （吸入）

・ホルムアルデヒド（吸入）

・アクリルアミド（経口）

・ピリジン （経口）

・アクロレイン（経口）

・フタル酸ビス（2-エチルヘキシル） （経口）

・アセトアルデヒド（経口）

・マンガン及びその化合物 （吸入）
・クロロホルム （吸入）

実測
値を
採用

詳細な調査、解析、評価等が必要と判定された物質の特徴（ヒト健康）

10 100                    500                  1,000               10,000 UFs

室内空気暴露

食物経由暴露

その他
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詳細な調査、解析、評価等が必要と判定された
物質（ヒト健康）の現状と必要な取組（１）

現状と必要な取組

・2物質（赤色）に関しては詳細リスク
評価を実施

・一般環境経由の寄与は小さい

・アクリルアミドは関係機関の取組を
注視

・3物質（赤色）に関しては詳細リスク
評価を実施

・VOC対策効果を注視

・今後、室内空気暴露に対するより詳
細な調査、解析、評価等を検討が必
要

・ベンゼン
・キシレン
・ホルムアルデヒド
・スチレン

室内空気中濃度が高い物質 4物質

・アセトアルデヒド
・フタル酸ビス（2-エチルヘキシル）
・アクリルアミド
・ピリジン
・アクロレイン

食物経由の暴露が大 5物質

・アセトアルデヒド
・フタル酸ビス（2-エチルヘキシル）
・アクリルアミド
・ピリジン
・アクロレイン

食物経由の暴露が大 5物質

詳細な調査、解析、評価等
が必要と判定された物質

UFs=10,000
有害性情報が必要
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・クロロホルム（吸入）

・二硫化炭素 （吸入）

・マンガン及びその化合物 （吸入）

・ヒドラジン（経口）

・アクロレイン（吸入）

・詳細リスク評価を実施

・評価結果の説明及びヒアリン
グ調査を実施。

・ニッケルの詳細リスク評価手法
を参考に、今後より詳細な調査、
解析等を検討が必要

・化学物質エコ調査をＭＥＴＩ経由
で環境省へ提案

・PRTRの移動体からの排出量
を注視。また、自治体による実
測値及び解析結果を注視

詳細な調査、解析、評価等が必要と判定された
物質 （ヒト健康）の現状と必要な取組（２）

その他 5物質

詳細な調査、解析、評価等
が必要と判定された物質 現状と必要な取組

UFs=5,000
有害性情報が必要
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詳細な調査、解析、評価等が必要な25物質
（生態）

・アニリン ・アクリル酸

・亜鉛の水溶性化合物 ・ヒドラジン

・りん酸ジメチル2,2=ジクロロビニル（ジクロルボス）

・無機シアン化合物

・ニッケル化合物 ・ホウ素及びその化合物

・ビス(水素化牛脂) ジメチルアンモニウム=クロリド

・チオ尿素

・直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩

・マンガン及びその化合物 ・セレン及びその化合物

・ N-(tert-ブチル)-2-ベンゾチアゾールスルフェンアミド

・ノニルフェノール

・ヒ素及びその化合物 ・ヒドロキノン

・ポリ(オキシエチレン)=アルキルエーテル

・ピリジン ・ポリ(オキシエチレン)=ノニルフェニルエーテル

・ヘキサメチレンジアミン ・ポリ(オキシエチレン)=オク
チルフェニルエーテル

・エピクロロヒドリン

・ピロカテコール

・エチレンジアミン四酢酸

10                           50                              100 1,000

M
O

E

0.01

1

10

100

500

UFs
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・ノニルフェノール

・LAS ・ポリ(オキシエチレン)アルキルエーテル

・ビス(水素化牛脂) ジメチルアンモニウムクロリド

・ポリ(オキシエチレン)ノニルフェニルエーテル

・ピリジン

・りん酸ジメチル2,2-ジクロロビニル（ジクロルボス）

・ニッケル化合物 ・亜鉛の水溶性化合物

・無機シアン化合物

・ホウ素及びその化合物

・セレン及びその化合物

・マンガン及びその化合物 ・ヒ素及びその化合物

・エピクロロヒドリン

・ピロカテコール

・ヒドロキノン

・アニリン ・アクリル酸

・チオ尿素 ・ヘキサメチレンジアミン

・ヒドラジン

・N-(tert-ブチル)-2-ベンゾチアゾールスルフェンアミド

推
定
値
を
採
用

・エチレンジアミン四酢酸

・ポリ(オキシエチレン)オク
チルフェニルエーテル

実
測
値
を
採
用

詳細な調査、解析、評価等が必要と判定された物質の特徴（生態）

10                          50                              100 1,000 UFs

洗剤・洗浄剤

無機・金属類

特定事業所
からの排出

届出外推計
が主

その他
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詳細な調査、解析、評価等が必要と判定された
物質（生態）の現状と必要な取組(１)

・2物質（赤字）に関しては詳細リスク
評価を実施

・ノニルフェノールはNITEが「リスク管
理の現状と今後のあり方」を提言

今後、より詳細な調査、解析等を検討
が必要

・2物質（赤字）に関しては詳細リスク
評価を実施

・化合物の排出形態等のより詳細な
調査、解析を検討が必要

・ノニルフェノール
・ポリ(オキシエチレン)アルキルエーテル
・LAS
・ビス(水素化牛脂) ジメチルアンモニウムクロリド
・ポリ(オキシエチレン)ノニルフェニルエーテル
・エチレンジアミン四酢酸
・ポリ(オキシエチレン)オクチルフェニルエーテル

・ニッケル化合物
・亜鉛の水溶性化合物
・無機シアン化合物
・ホウ素及びその化合物
・セレン及びその化合物
・マンガン及びその化合物
・ヒ素及びその化合物

詳細な調査、解析、評価等
が必要と判定された物質

洗剤・洗浄剤 7物質

無機・金属化合物類 7物質

現状と必要な取組

UFs=1,000
有害性情報が必要

UFs=1,000
有害性情報が必要
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・ピリジン
・りん酸ジメチル2,2-ジクロロビニル（ジクロルボ
ス）

・PRTRデータの経年変化を注視

・ヒドラジンは化学物質エコ調査を
METI経由で環境省に提案

・ヒドラジン
・N-(tert-ブチル)-2-ベンゾチアゾールスルフェ
ンアミド
・ヒドロキノン

・評価結果の説明及びPRTRの排出
実態の調査（ヒアリング）により、企業
の取組や管理実態を把握

・アニリン ・アクリル酸
・チオ尿素 ・ヘキサメチレンジアミン
・エピクロロヒドリン ・ピロカテコール

・PRTRデータの経年変化を注視

・ジクロルボスは農薬、殺虫剤用途が
主なため、関係機関に情報提供

詳細な調査、解析、評価等が必要と判定された
物質（生態）の現状と必要な取組(２)

特定事業所による寄与が大きい 6物質

PRTR届出外推計が主 3物質

その他 ２物質

詳細な調査、解析、評価等
が必要と判定された物質 現状と必要な取組

UFs=1,000
有害性情報が必要

UFs=1,000
有害性情報が必要

UFs=1,000
有害性情報が必要
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５．まとめ
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☞ 実測値が得られなかった物質に対してもPRTRデータを用いて
暴露・リスク評価を可能にした。

☞ 吸入経路で詳細な調査、解析、評価等が必要と判定された物
質に対して、摂取量が多いのは主に室内空気からの暴露であっ
た。

☞ 経口経路で詳細な調査、解析、評価等が必要と判定された物
質に対して、摂取量が多いのは主に食物からの暴露であった。

☞ 一部の物質は、室内空気濃度の実測値、食物中濃度の実測値
（陰膳）など、摂取量に大きく寄与する実測値を取り込むことで、リ
スクを見逃さないスクリーニング手法となった。

☞ 詳細な調査、解析、評価等が必要と判定された１４物質に対し
ては、６物質が詳細リスク評価が実施されている。また、３つのグ
ループに分類し、今後の方針・課題を明確にした。

・室内空気中濃度が高い物質
・食物経由の暴露が大
・その他

ヒト健康のまとめ
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☞ 実測値が得られなかった物質に対してもPRTR
データを用いて暴露・リスク評価を可能にした。

☞ 詳細な調査、解析、評価等が必要と判定された２
５物質に対しては、４物質が詳細リスク評価が実
施されている。また、５つのグループに分類し、今
後の方針・課題を明確にした。

・洗剤・洗浄剤
・無機・金属類
・特定事業所の寄与が大きい物質
・PRTR届出外推計が主
・その他

生態のまとめ
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☞ PRTRデータを活用した濃度推定を行うことで、より多くの物
質についてスクリーニングを実施できた。

☞ 推定値と実測値を比較し、より大きい値を採用することで、
リスクを見逃すことが少ないスクリーニングを実施できた。

☞ 室内空気中に存在する可能性がある物質の抽出、室内空
気中濃度推定方法の開発が必要。

☞ 自然発生源（無機・金属化合物等）、消費者製品経由の暴
露情報の充実が必要。

スクリーニング手法としての総括
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ご静聴ありがとうございました。


